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〈

人

物

表

〉

 

林 
一
郎 

 

（
４
１
） 

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
志
望
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

田
中 
花
子 

 

（
２
７
） 

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
志
望
、
ア
ル
バ
イ
ト 

 

鈴
木
山 

道
夫 

（
５
７
） 

制
作
会
社
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 



 1 

１
． 

制
作
会
社
ビ
ル
・
外
観
（
昼
） 

７
階
建
て
の
ビ
ル
。
蝉
の
鳴
き
声
が
き
こ
え
る
。 

 
２
． 

制
作
会
社
ビ
ル
・
６
階
会
議
室
（
昼
） 

小
さ
な
会
議
室
。
テ
ー
ブ
ル
に
横
並
び
の
男
女
。 

林
一
郎
（
４
１

）
、

落
ち
着
か
な
い
様
子
で
揉
み
手
。 

チ
ラ
ッ
と
女
を
見
る
。 

田
中
花
子
（
２
７

）
、

澄
ま
し
た
顔
で
音
楽
を
聴
い
て
い
る

林
、
苛
立
つ
顔
。 

ド
ア
が
開
い
て
、
鈴
木
山
道
夫
（
５
７
）
が
入
っ
て
く
る
。 

鈴
木
山
「
い
い
か
、
柱
は
『
柱
２
』
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
使
う
ん
だ
」 

鈴
木
山
、
二
人
の
顔
を
見
る
。 

 

３
． 

お
ま
け 

林 
 

「
僕
み
た
い
に
名
前
が
一
文
字
な
ら
こ
う
や
っ
て
、
２
マ
ス
空
け
る
。

と
い
い
よ
」 

花
子 

「
名
前
が
二
文
字
な
ら
こ
う
。
一
般
的
に
女
性
は
下
の
名
前
で
呼
ぶ

と
言
わ
れ
た
り
も
す
る
け
ど
作
品
次
第
。
そ
ん
な
ル
ー
ル
古
い
わ
。

あ
ら
、
語
尾
に
『
わ
』
な
ん
て
つ
け
る
話
し
方
も
、
ぜ
っ
た
い
に

や
め
て
よ
」 

林 
 

「
花
子
く
ん
、
セ
リ
フ
が
二
行
以
上
い
く
の
は
ち
ょ
っ
と
長
い
か
も

し
れ
な
い
な
」 

花
子 

「
セ
リ
フ
は
役
者
さ
ん
が
喋
る
セ
リ
フ
な
ん
だ
か
ら
、
声
に
出
し
て

確
認
し
て
み
る
の
が
一
番
い
い
ね
」 

ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
「
ち
な
み
に
僕
み
た
い
に
名
前
が
長
い
と
き
は
し
ょ
う
が
な

い
。
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ビ
ー
さ
」 

 
×

 
×

 
×

 

一
方
、
鈴
木
山
は
一
人
で
考
え
て
い
る
。 

鈴
木
山
「
ス
タ
イ
ル
を
楽
に
入
れ
る
方
法
は
な
い
か…

…

」 

鈴
木
山
、
ひ
ら
い
め
い
て
手
を
叩
き
、 

鈴
木
山
「
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
つ
け
よ
う
。
ワ
ー
ド
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
も
よ

る
が
、
ス
タ
イ
ル
の
上
で
右
ク
リ
ッ
ク
、
変
更
、
書
式
、
書
式
、

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
の
割
当
て
だ
」 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
了
） 


